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この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合証
明書）をご覧ください。

はははじじじめめめににに
このロータリー・カッティング・デッキは、乗
用型の装置に取り付けて使用する専門業務用の
製品であり、そのような業務に従事するプロの
オペレータが運転操作することを前提として製
造されています。この製品は、集約的で高度な
管理を受けているスポーツフィールドや商用目
的で使用される芝生に対する刈り込み管理を行
うことを主たる目的として製造されておりま
す。本機は、雑草地や道路わきの草刈り、農業
用地における刈り取りなどを目的とした機械
ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、また Toro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
は Toro カスタマーサービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。モデ
ル番号およびシリアル番号は、デッキのハウジ
ングに取り付けた銘板に刻印してあります。い
まのうちに番号をメモしておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 1を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 111

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、CEN安全規格EN836: 1997、ISO規
格5395: 1990およびANSI規格B71.4-2004に適合
となる製品として製造されています。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりする
と、人身事故につながります。事故を防止する
ため、以下に示す安全上の注意や安全注意標識
のついている遵守事項は必ずお守りください。
これは「注意」、「警告」、「危険」など、人
身の安全に関わる注意事項を示しています。こ
れらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生することがあります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997、ISO規
格5395:1990 およびANSI規格B71.4-2004から抜
粋したものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ

• このマニュアルや関連する機器のマニュア
ルをよくお読みください。各部の操作方法や
本機の正しい使用方法に十分慣れておきま
しょう。オペレータが日本語を読めない場
合には、オーナー の責任において、このオ
ペレーターズ･マニュアル の内容を十分に
説明してください。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標
識などに十分慣れておきましょう｡

• 本機を運転する人すべてにトレーニングを
行ってください。トレーニングはオーナー
の責任です。

• 子供やトレーニングを受けていない大人に
は、絶対に運転や整備をさせないでくださ
い｡地域によっては機械のオペレータに年
齢制限を設けていることがありますのでご
注意ください。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安
全に責任があり、オペレータやユーザーの注
意によって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作
業するにはどのようなアクセサリやアタッチ
メントが必要かを判断してください。メー
カーが認めた以外のアクセサリやアタッチメ
ントを使用しないでください。

• ヘルメット、安全ゴーグル､耳プロテクタな
ど作業にふさわしい服装と装備をしてくださ
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い。長い髪、だぶついた衣服、装飾品などは
可動部に巻き込まれる危険があります。

• 石、おもちゃ、針金など、機械にはね飛ば
されて危険なものが落ちていないか、作業
場所をよく確認しましょう。

• ガソリンなどの燃料の取り扱いに際しては
安全に特にご注意ください。燃料は引火性が
高く、気化すると爆発する危険があります。

– 燃料容器は必ず規格認可品を使用して
ください｡

– エンジンが熱い時には絶対に燃料タンク
のフタを開けたり給油したりしないでく
ださい｡給油はエンジンの温度が下がって
から行いましょう。燃料取り扱い中は禁
煙を厳守する。

– 屋内では絶対に給油や燃料の抜き取りを
行わないでください。

• オペレータコントロールやインタロックス
イッチなどの安全装置が正しく機能している
か、また安全カバーなどが外れたり壊れた
りしていないか点検してください。これら
が正しく機能しない時には芝刈り作業を行
わないでください。

運運運転転転操操操作作作

• 室内や換気の悪い場所では絶対にエンジン
を運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで、見
えにくい穴などの障害物から十分はなれて
行ってください。

• エンジンを始動させる前に、すべての機器
がニュートラルになっていること、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認してくださ
い。エンジンは、必ず運転席に座って始動
してください。ROPS を立てて乗車している
ときには必ずシートベルトを着用してくだ
さい。ROPS を下げて乗車しているときには
シートベルトを着用しないでください。

• 斜面では必ず減速し安全に十分注意して運
転してください。また斜面では、必ず決めら
れた走行方向や作業方向を守ってください。
芝草の状態によって車両の安定度が変わりま
すから注意してください。段差や落ち込みの
ある場所では特に注意してください。

• 旋回するときや斜面で方向を変えるときなど
は、減速して十分な注意を払ってください。

• ブレードが回転中は絶対にデッキを上昇さ
せないでください。

• ガード類は必ず正しく取り付けて使用して
ください。インタロック装置は絶対に取り

外さないこと、また、正しく調整してお使
いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エン
ジンの回転数を上げすぎたりしないでくだ
さい。

• どんな理由であれ運転席から離れる時には、
必ず、平坦な場所に停止し、カッティングユ
ニットを降下させ、回転を止め、駐車ブレー
キを掛け、エンジンを停止させてください。

• 何かにぶつかったり､ デッキが異常な振動を
した場合は､ 直ちに作業を中止してブレード
を点検してください｡異常を発見したら、作
業を再開する前に修理してください。

• カッティングユニットに手足を近づけない
でください。

• バックするときには、足元と後方の安全に
十分な注意を払ってください。

• 運転手以外の人を乗せないこと、また、人
やペットを近づけないでください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときな
どは、減速し周囲に十分な注意を払ってくだ
さい。刈り込み中以外はブレードの回転を止
めておいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転
は避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえるよ
うな場合には機械を運転しないで安全な場所
に避難してください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろ
すときには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木な
どの障害物の近くでは安全に十分注意してく
ださい。

• 公道を通行することが法律で認められている
場合には右左折や停止時に法律で定められて
いる信号灯などを確実に操作してください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止
し、カッティングユニットを下げ、走行ペダ
ルをニュートラルに戻し、駐車ブレーキを
掛け、エンジンを停止し、キーを抜いてく
ださい。また、必ず機械各部の動きが完全
に停止したのを確認してから作業に掛かっ
てください。

• カッティングユニット、駆動機構、マフラ
などに刈りかすやごみがたまらないように
定期的に清掃してください。芝刈り機を格
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納する場合にはエンジンが十分に冷えてい
ることを確認し、火気の近くを避けて保管
してください。。オイルや燃料がこぼれた
場合はふきとってください。

• 格納時には必ずエンジンが十分に冷えてい
るのを確認し、火気の近くを避けて保管し
てください。

• 格納中や搬送中は、燃料バルブを閉じてく
ださい。絶対に、火気の近くで燃料を保管
したり、室内で燃料の抜き取りを行ったり
しないでください。

• 整備作業は平らな場所で行ってください。
知識のない人には絶対に作業を任せないでく
ださい。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体
を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの
力が掛かっている場合があります。取り外し
には十分注意してください。

• 修理作業に掛かる前にバッテリーの接続を
外してください。バッテリーの接続を外すと
きにはマイナスケーブルを先に外し、次にプ
ラスケーブルを外してください。取り付ける
ときにはプラスケーブルから接続します。

• ブレードの点検を行うときには安全に十分
注意してください。ブレードを取り扱う時に
は必ず手袋を着用し、安全に十分注意してく
ださい。悪くなったブレードは必ず交換して
ください。絶対に曲げ伸ばしや溶接で修理
しないでください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してく
ださい。エンジンを駆動させたままで調整を
行うのは可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換
気の良い場所で行ってください。バッテリー
と充電器の接続 や切り離しを行うときは、
充電器をコンセントから抜いておいてくださ
い。また、安全な服装を心がけ、 工具は確
実に絶縁されたものを使ってください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット
類が十分にしまっているか常に点検してくだ
さい。読めなくなったステッカーは貼り替
えてください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめににに：：：
TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はCEN、ISO、ANSI規格には含ま
れていませんが、Toroの芝刈り機を安全に使
用していただくために必ずお守りいただきた
い事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばした
りする能力があります。重傷事故や死亡事故を
防ぐため、注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると
ユーザーや周囲の人間に危険な場合がありま
す。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきま
しょう。

• テニスシューズやスニーカーでの作業は避
けてください。

• 安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。
地域によってはこれらの着用が義務付けられ
ていますのでご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。
こぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検
してください。スイッチの故障を発見したら
必ず修理してから使用してください。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走
事故を防止するために以下の点にご注意く
ださい：

– サンドトラップや溝・小川、土手など
に近づかないこと｡

– 急停止や急発進をしないこと。

– 道路横断時の安全に注意｡常に道を譲る
心掛けを｡

– 下り斜面ではカッティングユニットを
下げて運転すること

• 側方排出方式のカッティングユニットでは、
必ず、デフレクタを正しく取り付けて（一番
下の位置にセットして）使用してください。
デフレクタまたは集草装置を取り付けないで
運転することは絶対にやめてください。

• 万一、デッキが詰まってしまった場合には、
まずエンジンを止め、それから詰まりを取
り除いてください。

• 斜面での刈り込み作業には十分注意してく
ださい｡急発進、急停車、急旋回をしない
でください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本
体、マフラーなどに触れると火傷の危険があ
りますから手を触れないでください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• ブレードの取り付けボルトやナットが所定
のトルクで締め付けられているか、頻繁に
点検してください。
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• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検し
てください。油圧を掛ける前に、油圧ライン
の接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作
動油が高圧で噴出していますから、手など
を近づけないでください。リークの点検に
は新聞紙やボール紙を使い、絶対に手を直
接差し入れたりしないでください。高圧で
噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重
大な損傷を引き起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエン
ジンを停止し、カッティングユニットを下
降させてシステム内部の圧力を完全に解放
してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなけ
ればならない時は、手足や頭や衣服をカッ
ティングユニットや可動部に近づけないよう
に十分ご注意ください。また、無用の人間を
近づけないようにしてください｡

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を
上げないでください。Toro正規代理店でタコ
メータによるエンジン回転数検査を受け、安
全性と精度を確認しておきましょう。

• オイルの点検や補充は､必ずエンジンを停止
した状態で行ってください｡

• 使用しない期間が 30 日間を超える場合に
は、燃料タンクを空にしておいてください。
裸火のある場所やガソリンの引火を引き起こ
す火花が発生する場所には機械を格納しな
いでください。

• このマニュアルに記載されている以外の保
守整備作業は行わないでください。大がかり
な修理が必要になった時、補助が必要な時
Toro 正規代理店にご相談ください。

• いつも最高の性能と安全性を維持するため
に、必ずToroの純正部品をご使用ください。
他社の部品やアクセサリを御使用になると危
険な場合があり、製品保証を受けられなくな
る場合がありますのでおやめください。.
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

120-6604120-6604120-6604

1. 異物が飛び出して人にあたる危険： 人を近づけないこと。

2. 切傷や手足の切断の危険：回転刃に近づかないこと； 使用時
にはすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 切傷や手足の切断の危険：回転刃に近づかないこと； 使用時
にはすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

93-781893-781893-7818

1. 警告：ブレードボルト/ナットは115 - 149 Nm （11.8 - 15.2 kg.m）
にトルク締めする；トルク締めの方法についてはオペレー
ターズマニュアルを読むこと。

115-4505115-4505115-4505

1. 警告 — オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 転倒の危険： 下り斜面ではカッティングユニットを降ろして走
行すること。GM 3280D の2輪駆動車には 16 kg のリア･ウェ
イトを搭載のこと； GM 3320 には 32 kg のリア･ウェイトを搭
載のこと。3280 D の4輪駆動車には 16 kg のリア･ウェイトを
搭載のこと。

107-2916107-2916107-2916

モデル 31336 のみ

1. 整備作業前にはエンジンキーを抜き取
り、オペレーターズマニュアルを読むこ
と。

2. 異物が飛び出す危険：デフレクタを上位
置にセットして、あるいは取り付けない
で運転しないこと； 必ず正しく取り付け
て運転すること；作業中は周囲に人を近
づけないこと。

3. ブレードによる手足切断の危険：可動部
に近づかないこと
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93-669793-669793-6697

1. 参照：オペレーターズマニュ
アル。

2. 50運転時間ごとにSAE
80w-90（API GL-5）オイル
を補給すること。

117–4979117–4979117–4979

1. ベルトに巻き込まれる危険： 可動部に近づかないこと。すべ
てのガード類を正しく取り付けて使用すること。

107-2908107-2908107-2908

モデル 31336 のみ

1. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 飛来物危険：デフレクタを上位置にセットして、あるいは取り付
けないで運転しないこと； 必ず正しく取り付けて運転すること。

3. ブレードによる手足切断の危険：可動部に近づかないこと

108-1988108-1988108-1988

1. ベルトの掛け方

100-5622100-5622100-5622

1. 刈高調整

107-1622107-1622107-1622

モデル 31336 のみ
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – デフレクタを取り付ける

昇降アーム（右） 1
222 昇降アーム（左） 1

昇降アームをトラクションユニットに取り
付ける

333 必要なパーツはありません。 – 昇降アームをカッティングユニットに接
続する

444 必要なパーツはありません。 – PTOシャフトをカッティングユニットのギア･
ボックスに接続する.

555 必要なパーツはありません。 – マシンのグリスアップを行ってください。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 付属の文書はよくお読みになってから適切な場所に保管
してください。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

規格適合認定書 1

警警警告告告

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜いいい
ててておおおくくくこここととと。。。

危危危険険険

PTOPTOPTO シシシャャャフフフトトトををを接接接続続続しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンががが始始始動動動
すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

PTOPTOPTO シシシャャャフフフトトトがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののギギギアアア・・・
ボボボッッックククスススににに接接接続続続ささされれれるるるまままでででははは、、、エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動
しししてててPTOPTOPTOスススイイイッッッチチチををを操操操作作作しししてててはははななならららななないいい。。。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。
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重重重要要要 727272 イイインンンチチチ側側側方方方排排排出出出カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキ
（（（モモモデデデルルル 303683036830368）））ををを、、、モモモデデデルルル 30307,30307,30307, 30308,30308,30308,
30309,30309,30309, 30343,30343,30343, 303443034430344 まままたたたははは 313363133631336 トトトラララクククシシショョョ
ンンンユユユニニニッッットトトににに取取取りりり付付付けけけるるる場場場合合合ででで、、、こここれれれらららのののトトトラララ
クククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトのののシシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが 311000301311000301311000301
よよよりりりももも小小小さささいいい場場場合合合にににははは、、、まままずずずカカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトト整整整列列列キキキッッットトト（（（パパパーーーツツツ番番番号号号 120–6599120–6599120–6599）））ををを
デデデッッッキキキににに取取取りりり付付付けけけるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

1
グググラララスススデデデフフフレレレクククタタタををを固固固定定定すすするるる
（（（モモモデデデルルル 313363133631336 のののみみみ）））

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

警警警告告告

排排排出出出口口口ををを露露露出出出さささせせせたたたままままままでででおおおくくくととと、、、異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出しししてててきききてててオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに当当当たたたりりり、、、
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、ブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

••• モモモアアアををを使使使用用用すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず、、、カカカバババーーー･･･プププ
レレレーーートトト、、、マママルルルチチチ･･･プププレレレーーートトトまままたたたははは集集集草草草装装装置置置ををを
取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは、、、必必必ずずず下下下向向向きききににになななっっっててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

1. グラスデフレクタをデッキ上部に固定して
いるケーブルタイを切断し、デフレクタを
下に降ろす。

2. スプリングの左側 JJJ 形端部をデッキのエッ
ジに引っ掛ける。

3. スプリングの右側のJJJフックを、デフレクタ
に引っ掛ける（図 2）。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタがががスススプププリリリンンングググににによよよっっっててて下下下向向向
ききき位位位置置置ににになななるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタ
ををを手手手ででで上上上向向向きききにににししし、、、自自自力力力ででで下下下まままででで完完完全全全ににに下下下
がががるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

G018264

1 2

3

4

5
図図図 222

1. デフレクタ 4. 左側フックはデッキのエッ
ジの後ろに引っ掛ける。

2. スプリング 5. スプリングを取り付けた状
態

3. 右側フックは、デフレクタに
引っ掛ける

2
昇昇昇降降降アアアーーームムムをををトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッッ
トトトににに取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 昇降アーム（右）

1 昇降アーム（左）

手手手順順順

1. トラクションユニットの右前輪または左前
輪のホイール・ナットをゆるめる（外して
しまわないこと）。

2. 機体をジャッキアップしてゆるめた車輪を床
から浮かす。落下事故防止のために、ジャッ
キ・スタンドや支持ブロックなどを使って
サポートする。

3. ゆるめたホイール・ナットを外し、タイヤ
とホイールを機体から外す。

4. 出荷用パレットから昇降アームを取り出す。

5. 各昇降アームからピボットピンとコッター
ピンを抜き取る。

6. ピボット・ピン 1 本、コッター・ピン1 本
を使って、ピボット・ブラケットに昇降アー
ムを取り付ける（図 3）。昇降アームを、

10

 



曲がった部分が外側を向くようにして取り
付ける。

7. ブレーキ･リターン･スプリングを昇降アー
ムのタブ引っ掛ける（図 3）。

図図図 333

1. ピボット・ピン 4. ブレーキ・リターン・スプリ
ング

2. 昇降アーム 5. タブ

3. ピボット・ブラケット

8. ホイール＆タイヤ･アセンブリを取り付
ける。ホイールナットを 75--80 ft-lb
(102-108 N-m=10.4-11.0 kg.m) にトルク締
めする。

9. 同様の方法で機体の反対側でも作業を行う。

3
昇昇昇降降降アアアーーームムムをををカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ににに接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. カッティングユニットについている各キャ
スタアーム・ブラケットから、スラストワッ
シャ2枚、クレビスピン1本、ヘアピンコッ
ター1本を取る（図 4）。

2. カッティングデッキをトラクションユニッ
トの前に置く。

3. 昇降スイッチを前位置（フロート位置）に
セットする。昇降レバーを押し下げて、昇降
アームの穴とキャスタアーム・ブラケットの
穴とを整列させる（図 4）。

g018216

1

2

3

4

5

図図図 444

1. キャスタアーム･ブラケット 4. 昇降アーム

2. ヘアピンコッター 5. スラストワッシャ

3. クレビスピン

4. スラストワッシャ（2枚）、クレビスピン、
ヘアピンコッターを使って、昇降アームを
キャスタアームに固定する。スラスト･ワッ
シャは昇降アームとキャスタ･アーム･ブラ
ケットの間に入れる(図 4)コッター･ピン
を、キャスタ･アーム･タブのスロットに差
し込んで固定する。

5. もう一方の昇降アームにも同じ作業を行う。

6. トラクションユニットを始動し、カッティ
ングユニットを上昇させる。

4
PTOPTOPTOシシシャャャフフフトトトをををカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
のののギギギアアア･･･ボボボッッックククスススににに接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. オスの PTO シャフトとメスの PTO シャフト
を接続する。ギア･ケースの入力シャフトの
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取り付け穴と PTO シャフト穴とを整列させ
て相互に接続する。

図図図 555

1. PTO シャフト 3. ギア・ケース

2. ボルトとロックナット 4. ロール・ピン

2. ロール･ピンで固定する。

3. ボルトとナットを締めつける。

5
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

初めて運転する前にデッキ全体のグリスアップ
を行ってください；作業要領はグリスアップの
項目を参照してください。この作業を怠ると重
要部品に急激な磨耗が発生しますから注意し
てください。

製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

刈幅 1.829 m

刈高 調整範囲は25～127 mm、調整間隔は 13 mm 刻み。

純重量 モデル 31335：251 kg
モデル 31336：292 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

ギギギアアア･･･ボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

ギアボックスに使用するオイルは SAE 80-90
wt. のギア用潤滑油です。適量のオイルを入
れて出荷していますが、カッティングユニッ
トを使用する前に点検してください。容量は
283 ml です｡

1. マシンとカッティングユニットを平らな
場所に駐車させる。

2. ギア・ボックスの上部についているディッ
プスティック兼給油プラグ(図 6)を取り、
オイルの量が、ディップスティックについ
ている2本のマークの間にあることを確認す
る。油量が少なければ2本のマークの中間
まで補給する。

図図図 666

1. ディップスティック/補給プラグ

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は25～127 mm、調整間隔は 13
mm 刻みです。刈高を調整するには、キャスタ
ホイールのアクスルをキャスタフォークの上の
穴または下の穴にセットし、キャスタフォーク
に同数のスペーサを追加または取り外す。

1. エンジンを始動し、刈高の調整ができる
程度にカッティングユニットを床から上げ
る。カッティングユニットを上昇させたら
エンジンを止め、キーを抜き取る。

2. キャスタホイールのアクスルをキャスタ
フォークの上穴または下穴にセット（全部
のキャスタフォークで同じ穴に統一）す
る。セッティング用の穴の選択について
は図 7、図 8および図 9 を参照のこと。

図図図 777

1. テンショニングキャップ 4. ホイール軸の取り付け穴

2. スペーサ 5. キャスタ・ホイール

3. シム

図図図 888

注注注 刈高 64 mm 以上で使用する場合には、ホ
イールとフォークとの間に刈りカスがたま
るのを防止するために、ホイール軸のボル
トをキャスタ･フォークの低い方の穴にセッ
トしてください。 刈高 64 mm 以下で使用
していてホイールとフォークとの間に刈り

13

 



カスがたまる場合には、機体を少しバック
させると溜まった刈りカスを落とすことが
できます。

前前前キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルル

1. スピンドル･シャフトからテンショニング･
キャップを取り（図 7）、キャスタ･アーム
からスピンドルを抜き出す。シム（３ mm）
を２枚スピンドルのシャフトに通す（当初
の状態と同じに）。これらのシムは、デッ
キ全体の左右の水平調整に必要となる。希
望する刈高に必要な枚数のスペーサ（13 mm
厚）をスピンドル･シャフトに通し、その上
からワッシャを取り付ける。

刈高と、必要なシムの組み合わせとの関係
は図 8にて確認してください：

2. キャスタ・アームにキャスタ・スピンドル
を通す。スピンドル･シャフトにシムを取り
付け（当初の状態と同じに）、残りのスペー
サも取り付ける。テンショニング･キャップ
を取り付けてアセンブリを固定する。

注注注 刈高25 mm、38 mm、また場合により 51
mm で使用する時には、スキッド（そり）
とローラを一番高い穴にセットして使って
ください。

後後後キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルル

1. スピンドルシャフトからテンショニング
キャップを外す（図 9）。

5

G018263

図図図 999

1. テンショニングキャップ 4. キャスタホイール

2. シム 5. アクスルの取り付け穴

3. C 形スペーサ

注注注 刈高の調整に、後キャスタフォーク・
アセンブリをキャスタアームから取り外す
必要はありません。

2. スピンドルシャフトについている C 型ス
ペーサを、必要に応じてシャフトの細くなっ
ている部分から抜き取ってキャスタアーム
の下側に移して刈高を調整する。キャスタ
アームの上部および下部にシムがあたって
いる（スペーサでなく）ことを確認する。

3. テンショニングキャップを取り付けてアセ
ンブリを固定する。

4. 4つのキャスタホイールがすべて同じ刈高に
セットされていることを確認する。

注注注 刈高25 mm、38 mm、また場合により 51 mm
で使用する時には、スキッド（そり）とローラ
を一番高い穴にセットして使ってください。

ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
注注注 刈高 25 mm または 38 mm でカッティング
デッキを使用する場合には、カッティングデッ
キのローラの取り付け位置を、ブラケットの一
番上の穴に変更してください。

前前前ロロローーーラララののの調調調整整整方方方法法法 (図 10)

1. ローラのシャフトをデッキのブラケットに
固定しているネジとボルトを取り外す。

図図図 101010

1. ローラ 2. ローラ･シャフト

2. ブラケットの下側の穴からシャフトを抜き
取り、上側の穴に付け替える。

3. ネジとナットを取り付けてアセンブリを
固定する。

後（内側）ローラの調整方法 (図 11)
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図図図 111111

1. 内側ローラ

スススキキキッッッドドドののの調調調整整整
刈高 64 mm 以上で使用する場合は、スキッ
ド（そり）を低い方の位置にセットし、刈高
64 mm 以下で使用する場合は高い位置にセッ
トしてください。

スキッドの調整は、フランジ･ボルトとナット
を外して行います（図 12）。

図図図 121212

1. スキッド

芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
刈高を変更した場合には芝削り防止ローラの高
さの調整を行うことをお奨めします。

1. 刈高を変更後、ローラのフランジ･ナッ
ト、ブッシュ、スペーサ、ボルトを外して
（図 13）、ローラの高さ調整を行う。

図図図 131313

1. 芝削り防止ローラ 4. フランジナット

2. スペーサ 5. ボルト

3. ブッシュ

2. 設定した刈高に一番近い数値の穴を、芝削
り防止ローラの取り付け穴とする。

3. フランジ･ナット、ブッシュ、スペーサ、
ボルトを取り付ける。54-61 N•m（5.6～6.2
kg.m）にトルク締めする(図 13)。

フフフロロローーーバババッッッフフフルルルののの調調調整整整
（（（モモモデデデルルル 313363133631336 のののみみみ）））

刈り込みのコンディションの合わせて、カッ
ティングデッキの排出フローを調整すること
ができます。刈りあがりが最も良くなる位置
に、カム･ロックとバッフルをセットしてくだ
さい。

1. カム･ロックは、レバーをゆるめて調整す
る(図 14)。

2. 希望の排出フローになるように、スロット
の中の位置を調整する。

3. 調整ができたらレバーを締めてバッフルと
カム･ロックを固定する。(図 14)

4. カム・ロックがバッフルを固定しない、あ
るいは固すぎる場合には、レバーをゆるめ
てからカム･ロックを回す。適切にロックで
きるようにカム･ロックを調整すること。
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1 2

3 4

図図図 141414

1. レバーをゆるめる 3. バッフルの位置を調整する

2. カム・ロックを回してロック
圧を調整する。

4. ロック・レバー

フフフロロローーーバババッッッフフフルルルののの取取取りりり付付付けけけ
（（（モモモデデデルルル 313363133631336 のののみみみ）））

以下に示す図はあくまでも参考（推奨）です。
草種や湿度、ターフの草丈などにより設定を
変えてください。

注注注 走行速度が変わらないのにモアの回転速度
が落ちてくる場合にはバッフルを開いてくだ
さい。

AAA ののの位位位置置置

一番後ろにセットした状態です。以下のような
条件で使うのに適しています。

• 草丈が低く、軽い刈り込み

• 乾燥した場所での刈り込み

• 刈りカスが少ない刈り込み

• 刈りカスを遠くへ飛ばしたい刈り込み

図図図 151515

BBB 位位位置置置

集草を行うのに適した設定です。. いつも、
ブロアの開口部に整列させる。

図図図 161616

CCC 位位位置置置

一番開いた状態です。以下のような条件で使
うのに適しています。

• 草丈が高く、密度が高い刈り込み

• 湿った場所での刈り込み

• エンジンからのパワー消費を下げたい場合

• 重い芝刈り作業を、走行速度を上げて行
いたい時

図図図 171717

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののピピピッッッチチチののの
調調調整整整
カッティングユニットのピッチとは、ブレード
を前後方向に向けたときのブレードの前後にお
ける床からの高さの差を言います。トロでは、
ブレードのピッチを8 mm に調整することを推
奨しています。 これは、ブレードを前後に向
けて先端の高さを比べたとき、前よりも後ろの
方が 8 mm 高くなっている状態を言います。

1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. カッティングユニットを希望の刈高にセッ
トする。

3. まず、1本のブレードを前後方向に向ける。

4. 短い定規を使って、床面からブレードの前
側の刃先までの高さを測る。ブレードを半
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回転させて後方に回し、床面からこの切っ
先までの高さを測る。

5. 後方での測定値から前方での測定値を引い
た値がブレードのピッチとなる。

6. 前または後キャスタアームにシムを入れ
てカッティングユニットに必要なピッチを
出す（図 18）。
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図図図 181818

1. テンショニングキャップ 4. キャスタホイール

2. シム 5. アクスルの取り付け穴

3. C 形スペーサ

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののミミミスススマママッッッチチチ
ををを修修修正正正すすするるる
各ターフのコンディションは同じでなく、また
トラクションユニットのカウンタバランスの
設定も様々ですので、本格作業を開始する前
に試験刈りを行って、刈りあがりを確認する
ことをお奨めします。

1. 希望の刈高に設定する。「刈高の調整」
を参照のこと。

2. トラクションユニットのタイヤ空気圧を前
後とも138 kPa（1.4 kg/cm2）に調整する。

3. キャスタ･タイヤの空気圧を 345 kPa
（3.5 kg/cm2）に調整する。

4. 「ブレードの曲がりを点検する」を参照
のこと。

5. テスト区域を刈って、全部のカッティン
グユニットが同じ刈高で刈っているかどう
かを見る。

6. カッティングユニットの調整が必要な場合
は平らな場所で行う。長さ ２mまたはそれ
以上の真っ直ぐな棒を用意する。

7. 測定を容易にするため、一番高い刈高に設
定する。「刈高の調整」を参照のこと。

8. 平らな床の上にカッティングユニットを
降下させる。カッティングユニットの上部
からカバーを外す。

9. ブレードが前後方向を指すように回転さ
せる。

10.床面からブレードの切っ先までの高さを
測る。

11.刈高が合わない場合には、シムをキャスタ
フォークに取り付けて調整する；「刈高を
調整する」を参照。

サササイイイドドドデデディィィスススチチチャャャーーージジジ
（（（側側側方方方排排排出出出）））ののの使使使用用用方方方法法法
（（（モモモデデデルルル 313363133631336 のののみみみ）））

カッティングデッキ（モア）には、刈りカス
を横下方向へ向けるデフレクタが取り付けら
れています。

危危危険険険

デデデフフフレレレクククタタタややや、、、排排排出出出カカカバババーーー、、、まままたたたははは集集集草草草アアアセセセ
ンンンブブブリリリををを確確確実実実ににに取取取りりり付付付けけけずずずににに使使使用用用すすするるるととと、、、人人人
がががブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、ブブブレレレーーードドドににに跳跳跳ねねね飛飛飛ばばば
ささされれれたたたももものののががが人人人ににに当当当たたたっっったたたりりりすすするるるなななどどどしししててて極極極
めめめててて危危危険険険ででであああるるる。。。回回回転転転中中中のののブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたた
りりり、、、跳跳跳ねねね飛飛飛ばばばささされれれたたた物物物ににに当当当たたたるるるととと、、、けけけがががをををすすす
るるるばばばかかかりりりでででなななくくく場場場合合合ににによよよっっってててははは死死死亡亡亡すすするるる。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは排排排出出出方方方向向向ををを下下下向向向きききにににすすするるる重重重要要要
ななな部部部材材材ででであああるるるかかかららら、、、絶絶絶対対対ににに取取取りりり外外外しししたたたまままままま
ででで刈刈刈りりり込込込みみみををを行行行っっってててはははななならららななないいい。。。デデデフフフレレレ
クククタタタががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合にににははは直直直ちちちににに交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

••• カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの下下下にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足ををを
差差差ししし入入入れれれななないいいこここととと。。。

••• 排排排出出出部部部やややブブブレレレーーードドド部部部ににに手手手ををを入入入れれれるるる場場場合合合ににに
ははは、、、必必必ずずず、、、ブブブレレレーーードドド制制制御御御スススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））
ををを解解解除除除ししし、、、エエエンンンジジジンンンををを止止止めめめ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき
取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは、、、必必必ずずず下下下向向向きききににになななっっっててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

17

 



ヒヒヒンンントトト

刈刈刈りりり込込込みみみははは芝芝芝ががが乾乾乾いいいててていいいるるる時時時ににに

刈り込みは、朝露を避けて遅めの午前中か、直
射日光を避けて午後遅くに行いましょう。露が
あると草がかたまりになりやすく、また刈り
たての草は強い直射日光に当たるとダメージ
を受けます。

条条条件件件ににに合合合っっったたた刈刈刈りりり高高高ののの設設設定定定ををを

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょ
う。草丈の1/3 以上は刈り取らないのが原則
です。成長期の密生している芝生では刈り高
設定をさらに一目盛り上げる必要があるかも
しれません。

定定定期期期的的的ににに刈刈刈りりり込込込むむむ

通常のシーズン条件では、４～５日に１回の刈
り込みが必要になるでしょう。しかし、草の
生長速度は色々な条件によって左右され、一
定ではありません。例えば寒冷な地域では春
から初夏にかけての芝草の成長期に最も頻繁
な刈り込みが必要となり、成長速度の落ちる
夏には８ ～10日に１度ぐらいの間隔になると
思われます。悪天候などで定期的に刈り込む
ことができずに草丈が伸びてしまった場合に
は、刈り高を高くして１回刈り、2～3日 後に
刈り高を通常に戻してもう一度刈るようにす
るときれいに仕上がります。

いいいつつつももも鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドををを使使使うううこここととと

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいで
す。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪く
し、また病気にもかかりやすくなります。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検

きれいな刈りあがりを維持するために、芝刈り
作業が終わったらホースと水道水でカッティ
ングユニットの裏側を洗浄してください。刈
りカスがこびりつくと、刈り込みの性能が十
分に発揮されなくなります。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののピピピッッッチチチ

トロでは、ブレードのピッチを8 mm に調整す
ることを推奨しています。 ピッチを大きく（8
mm以上）すると、刈り込みに必要なパワーは小
さくなりますが、クリップが大きくなり、刈り

上がりが悪くなります。ピッチを小さく（8 mm
以下）すると、刈り込みに必要なパワーは大き
くなりますが、クリップが小さくなり、刈り
上がりが向上します。
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保保保守守守

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 2 時間 • キャスタ・ホイール・ナットを締めつける。

使用開始後最初の 10 時間
• キャスタ・ホイール・ナットを締めつける。
• ブレードのボルトのトルク締めを行う

使用するごとまたは毎日
• キャスタ・アームのブッシュにグリスを補給する。
• キャスタ・ホイールのベアリングにグリスを補給する。
• ブレードを点検する

50運転時間ごと

• ギア・ボックスのオイルの量を点検する。
• 各グリス注入部のグリスアップを行う。
• キャスタ・ホイール・ナットを締めつける。
• ブレードのボルトのトルク締めを行う
• ブレードの駆動ベルトの調整を点検する。
• カッティングユニットのベルト・カバーの裏側を清掃する。

400運転時間ごと • ギア・ボックスのオイルを交換する。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2
汎用リチウム系グリスを注入します。通常の使
用では 50 運転時間ごとに行いますが、機体を
水洗いしたあとは整備間隔に関係なく直ちにグ
リスアップしてください。

1. 以下の各部のグリスアップを行う：

• キャスタフォークのシャフトのベアリン
グ（4ヶ所）(図 19)

図図図 191919

• スピンドルのシャフトのベアリング（3ヶ
所）（プーリの下）(図 20)

図図図 202020

• アイドラ･アームのシャフトのベアリン
グ(図 20)

• 昇降アームのピボット（前）（2ヶ
所；図 21）

図図図 212121

• 昇降アームのピボット（後）（2ヶ
所；図 22）

図図図 222222

2. マシンとカッティングユニットを平らな場
所に駐車させ、カッティングユニットを降下
させる。ギア・ボックスの上部についている
ディップスティック兼給油プラグ(図 23)を
取り、オイルの量が、ディップスティックに
ついている2本のマークの間にあることを確
認する。油量が少なければ、SAE 80-90 wt.
ギア用潤滑油を 2 本のマークの中間まで補
給する。容量は 283 ml です｡
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図図図 232323

1. ディップスティック/補給プラグ

保保保守守守作作作業業業ををを始始始めめめるるる前前前ににに
重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカ
バババーーーををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部
のののボボボルルルトトト類類類ををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれ
かかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを
完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささ
いいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーーナナナかかからららボボボ
ルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニッ

トを降下させ、昇降レバーをフロート位置に
セットし、駐車ブレーキを掛け、エンジン
を停止し、キーを抜き取る。

2. 昇降アームをキャスタ･アーム･ブラケット
に固定しているヘアピン･コッターとクレビ
ス･ピンを外す（図 24）。

図図図 242424

1. 昇降アーム 3. ヘアピン・コッター

2. クレビス・ピン 4. キャスタ･アーム･ブラケット

3. PTO シャフトのオスメスの接続部分を解除し
て、カッティングユニットをトラクションユ
ニットから引き出す（図 25）。

図図図 252525

1. PTO シャフト

危危危険険険

PTOPTOPTO シシシャャャフフフトトトををを接接接続続続しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンががが
始始始動動動すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれ
がががあああるるる。。。

PTOPTOPTO シシシャャャフフフトトトがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののギギギ
アアア・・・ボボボッッックククスススににに接接接続続続ささされれれるるるまままでででははは、、、エエエンンンジジジ
ンンンををを始始始動動動しししてててPTOPTOPTOレレレバババーーーををを操操操作作作しししてててはははなななららら
ななないいい。。。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトへへへのののカカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. 平らな場所に駐車しエンジンを停止する。

2. カッティングユニットをトラクションユニッ
トの前に置く。

3. オスの PTO シャフトとメスの PTO シャフト
を接続する（図 25）。
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4. 昇降スイッチを前位置（フロート位置）に
セットする。昇降アームを押し下げて、昇降
アームについている穴とキャスタアームの
ブラケットについている穴を整列させ、昇
降アームのパッドに刈高ロッドを挿入でき
るようにする(図 26)

5. スラスト･ワッシャ２枚、クレビス･ピン、
ヘアピン･コッターを使って、昇降アームを
キャスタ･アームに固定する。スラスト･ワッ
シャは昇降アームとキャスタ･アーム･ブラ
ケットの間に入れる(図 26)コッター･ピン
を、キャスタ･アーム･タブのスロットに差
し込んで固定する。

6. もう一方の昇降アームにも同じ作業を行う。

7. トラクションユニットを始動し、カッティ
ングユニットを上昇させる。

g018216
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5

図図図 262626

1. キャスタアーム･ブラケット 4. 昇降アーム

2. ヘアピンコッター 5. スラストワッシャ

3. クレビスピン

キキキャャャスススタタタ・・・アアアーーームムムのののブブブッッッシシシュュュののの整整整備備備
キャスタアームのチューブには上側と下側に
ブッシュがはめ込んでありますが、これらの
ブッシュは使用に伴って磨耗してきます。ブッ
シュを点検するには、キャスタフォークを前後
左右に揺り動かして見ます。ブッシュの中で
キャスタのシャフトがぐらついているようなら
ブッシュの磨耗が進んでいると判断し、ブッ
シュを交換してください。

1. カッティングデッキを上昇させて、ホイー
ルを床から浮かす。カッティングユニット
が落下しないように支持ブロックでサポー
トする。

2. 各キャスタ・スピンドルの上部についてい
るトーショニング･キャップ、スペーサ、ス
ラスト･ワッシャを外す。

3. キャスタスピンドルをチューブから引き抜
く。スラストワッシャとスペーサは、スピン
ドルの一番下に残しておく。

4. ピンポンチを使って、チューブの上または
下からブッシュをたたき出す（図 27）。他
のブッシュも、同様にしてチューブから取り
外す。チューブの内部をきれいに清掃する。

図図図 272727

1. キャスタアームのチューブ 2. ブッシュ

5. 新しいブッシュの内外面にグリスを塗る。
ハンマーと平らな板を使って、新しいブッ
シュをチューブに叩き込む。

6. キャスタ・シャフトを点検し、必要に応じ
て交換する。

7. チューブとブッシュにキャスタシャフト
を押し込む。スラストワッシャとスペーサ
を、シャフトにはめる。シャフト上部にテ
ンショニングキャップを取り付けて全部の
パーツを固定する。

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググののの
整整整備備備
1. キャスタ・ホイール・アセンブリをキャス

タ・フォークの間に保持しているボルトの
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ロックナット(図 28）を外す。キャスタ・ホ
イールをつかんでおいて、ボルトをフォーク
またはピボット･アームから抜き取る。

図図図 282828

1. キャスタホイール 3. ベアリング（２個）

2. キャスタ・フォーク 4. ベアリング･スペーサ

2. ホイールのハブからベアリングを外して、ベ
アリングスペーサを床に落とす（図 28）。
ホイールハブの反対側にあるベアリングを
取る。

3. ベアリング、スペーサ、ホイール･ハブの内
側の状態を点検する。磨耗したり破損した
りしている部品は交換する。

4. キャスタ･ホイールを組み立てるには、ま
ず、ホイールのハブにベアリングを押し込
む。ベアリングを取り付ける時、ベアリン
グの外側のレース部分を押すように注意す
ること。

5. ホイールのハブにベアリング･スペーサを入
れる。もう一個のベアリングをホイール･ハ
ブの空いている側に取り付けてハブ内部のス
ペーサを固定する。

6. キャスタ･フォークの間にキャスタ・ホイー
ル・アセンブリを入れ、ボルトとロックナッ
トで固定する。

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる
1. 平らな場所に駐車する。カッティングユニッ

トを上昇させ、駐車ブレーキを掛け、走行
ペダルをニュートラルに戻し、PTO レバー
が OFF 位置であることを確認し、エンジン
を停止しキーを抜き取る。カッティングユ
ニットが落下しないように支持ブロックで
サポートする。

2. ブレードが前後方向を指すように回転させ
る。カッティングユニットの天井から各ブ

レードの前端の刃先までの距離（図 29）を
測り、測定値を記録する。

G010549

図図図 292929

3. ブレードを半回転させてもう一方の切っ先
を前に向ける。上記2で行ったと同方法で、
ユニットの天井から各ブレードの前端の刃先
までの距離測る。2での測定結果と3での測
定結果との差が3 mm 以内であれば適正とす
る。差が3 mm よりも大きい場合には、その
ブレードは曲がっていて危険であるから交換
する；「ブレードの取り外し」を参照。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外しししととと取取取りりり付付付けけけ
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取
れていない、磨耗した、曲がったなどの場合に
は新しいものと交換してください。安全を確保
し、適切な刈りを行うために、ブレードは必ず
Toro 社の純正品をお使いください。他社のブ
レードを使用すると危険な場合がありますから
絶対にやめてください。

1. カッティングユニットを一番高い位置まで
上昇させ、駐車ブレーキを掛け、エンジン
を停止させてキーを抜き取る。カッティン
グユニットが落下しないように支持ブロッ
クでサポートする。

2. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使っ
てブレードの端部をしっかり握る。スピンド
ルのシャフトからブレードボルト、芝削り防
止カップ、ブレードを取り外す（図 30）。

G010555
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2

図図図 303030

1. ブレードボルト 2. 芝削り防止キャップ

3. ブレードを取り付ける時は、セール（立ち
上がっている部分）がカッティング･デッキ
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の天井を向くように取り付け、芝削り防止
カップをつけてブレード・ボルトで固定す
る。各ブレード・ボルトを 85～110 ft.-lb
（115～150 Nm = 11.8～15.2 kg.m）にトル
ク締めする。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側（（（セセセーーールルル部部部）））
がががカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正
しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででですすす。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ととと研研研磨磨磨
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

50運転時間ごと

危危危険険険

磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 曲曲曲がががっっったたたブブブレレレーーードドドををを整整整形形形しししななないいいこここととと。。。

••• 破破破損損損しししたたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは絶絶絶対対対ににに
溶溶溶接接接ででで修修修理理理しししななないいいこここととと。。。

••• 安安安全全全性性性ををを確確確保保保ししし保保保証証証すすするるるたたためめめににに、、、磨磨磨耗耗耗ややや破破破
損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは必必必ずずず純純純正正正のののブブブレレレーーードドドととと交交交
換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

ブレードの点検や整備を行う際には2つの部分
に注目してください：高品質の刈りを実現する
ためには、切っ先と、切っ先の反対側にある立
ち上がった部分であるセール部の両方が重要で
す。セール部は、風を起こして草を真っ直ぐに
立て、均一な刈りを実現するものです。しかし
セールは使用に伴って徐々に磨耗してきます。
そしてこの磨耗に伴って、切っ先が鋭く維持さ
れていても、刈りの質は幾分か落ちてきます。
草を引きちぎるのでなく、カットするために
は、当然切っ先が鋭利でなければなりません。
刈りあとを見て、切り口がささくれ立っていた
り茶色に変色しているのは切っ先が鈍くなって
いる証拠です。このような状態が見られたら、
ブレードを研磨してください。

1. 平らな場所に駐車する。カッティングユニッ
トを上昇させ、駐車ブレーキを掛け、走行ペ
ダルをニュートラルに戻し、PTO レバーが
OFF 位置であることを確認し、エンジンを停
止しキーを抜き取る。

2. ブレードの切っ先を注意深く観察、特に、
直線部と曲線部が交わる部分をよく観察する
（図 31）。この、直線部と曲線部の交差域
は、砂などによる磨耗が進みやすい部分なの

で、機械を使用するまえによく点検すること
が必要。磨耗が大きい場合には（図 31）危
険であるから交換する；「ブレードの取り
外し」を参照。

図図図 313131

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 湾曲部/セール部 4. ひび

警警警告告告

ブブブレレレーーードドドののの磨磨磨耗耗耗ををを放放放置置置すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドののの
セセセーーールルル部部部ととと平平平坦坦坦部部部とととののの間間間ににに割割割れれれ目目目ががが発発発生生生すすす
るるる（（（図図図 313131）））。。。こここののの割割割れれれ目目目ががが拡拡拡大大大すすするるるととと、、、最最最
終終終的的的にににはははブブブレレレーーードドドがががちちちぎぎぎれれれてててハハハウウウジジジンンングググののの
下下下かかかららら飛飛飛びびび出出出ししし、、、こここれれれがががオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲
ののの人人人ににに重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期
的的的ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 安安安全全全性性性ををを確確確保保保ししし保保保証証証すすするるるたたためめめににに、、、磨磨磨耗耗耗ややや
破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは必必必ずずずToroToroToro 純純純正正正のののブブブ
レレレーーードドドととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. 全部のブレードの切っ先を丁寧に点検する。
切っ先が鈍くなっていたり欠けていたりし
た場合には研磨する。研磨は刃先の上面だ
けに行い、刃の元々の角度を変えないよう
に十分注意する（図 32）。ブレードの左右
を均等に削れば、バランスを狂わすことな
く研磨を行うことができる。

図図図 323232

1. この角度を変えないように研磨すること

注注注 ブレードを取り外し、研磨機で研磨す
る；「ブレードの取り外し」を参照。研磨
後、ブレードを取り付ける時は、セール（立
ち上がっている部分）がカッティング･デッ
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キの天井を向くように取り付け、芝削り防止
カップをつけてブレード・ボルトで固定す
る。ブレードのセール部がブレード上部に
なるようにすること。各ブレード・ボルト
を 85～110 ft.-lb（115～150 Nm = 11.8～
15.2 kg.m）にトルク締めする。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検とととミミミスススマママッッッチチチののの修修修正正正
ブレード同士のマッチングが取れていないと、
刈り込んだ時に筋が残ります。この問題は、ど
のブレードも曲がっていない、全部のブレード
が同じ面で回転するように調整することで解決
することができます。

1. 長さ １m の水準器を使って、作業場に平ら
な場所を探しだす。

2. 刈高を一番高い位置に設定する。「刈高の
調整」を参照のこと。

3. 平らな床の上にカッティングユニットを降
下させる。カッティングユニットからカバー
を外す。

4. ブレードが前後方向を指すように回転させ
る。床面からブレードの切っ先までの高さを
測る。測定値を記録する。同じブレードを半
回転させて後方に回し、床面からこの切っ先
までの高さを測る。2つの測定値が 3 mm の
差の中に収まっていれば適正である。差が3
mm よりも大きい場合には、そのブレードは
曲がっていて危険であるから交換する。全部
のブレードでこの測定を行う。

5. 左右のブレードの測定値を、中央のブレー
ドの測定値と比較する。中央のブレードが、
左右のブレードよりも 10 mm 以上低くては
いけない。中央のブレードが 10 mm 以上低
い場合には、手順6へ進み、スピンドル･ハ
ウジングとカッティングユニット底部との間
にシムを挟んで調整を行う。

6. シムを追加する場所にあるアウター・スピ
ンドルからボルト、平ワッシャ、ロックワッ
シャ、ナットを外す。スピンドル・ハウジン
グとカッティングユニットの底との間にシム
（P/N 3256-24）を増減してブレードの高さ
を調整する。ブレード先端同士の高さの差が
所定条件を満たすまで、この調整を続ける。

重重重要要要 111つつつののの場場場所所所ににに入入入れれれるるるシシシムムムははは３３３枚枚枚まままでででとととししし
てててくくくだだださささいいい。。。111つつつののの穴穴穴ににに２２２枚枚枚のののシシシムムムををを入入入れれれててて
ももも調調調整整整ががが完完完了了了しししななないいい場場場合合合にににははは、、、隣隣隣ののの穴穴穴にににシシシ
ムムムををを増増増減減減しししててて調調調整整整ををを続続続けけけてててくくくだだださささいいい。。。

7. ベルト・カバーを取り付ける。

駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
ブレードを駆動しているベルトはスプリング付
きのアイドラで張りを調整されており、非常に
耐久性が高く、長期間にわたって使用すること
ができます。しかし長期間のうちに必ず磨耗が
現れてきます。磨耗の兆候としては：ベルト回
転中にキシリ音が発生する、刈り込み中のブ
レードがスリップする、ベルトの縁がほつれて
いる、焼けた跡がある、割れがある、などで
す。これらの兆候を発見したらベルトを交換し
てください。

1. カッティングユニットを床まで降下させる。
カッティングユニットからベルト･カバー
を外して脇に置く。

2. トルクレンチなどの工具を使ってアイドラ･
プーリ（図 33）をベルトから引き離してベ
ルトの張りをなくし、ベルトをギアボックス
のプーリ（図 34）から外す。

図図図 333333

1. アイドラ・プーリ

図図図 343434

1. ギアボックス

3. スピンドル･プーリとアイドラ･プーリから
古いベルトを外す。

4. 図のように、スピンドル･プーリとアイ
ドラ･プーリに新しいベルトを回しかける
（図 35）。
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図図図 353535

1. ベルトの掛け方

5. ベルト・カバーを取り付ける。

デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換

警警警告告告

排排排出出出口口口ををを露露露出出出さささせせせたたたままままままでででおおおくくくととと、、、異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出しししてててきききてててオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに当当当たたたりりり、、、
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、ブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

••• モモモアアアををを使使使用用用すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず、、、カカカバババーーー･･･プププ
レレレーーートトト、、、マママルルルチチチ･･･プププレレレーーートトトまままたたたははは集集集草草草装装装置置置ををを
取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは、、、必必必ずずず下下下向向向きききににになななっっっててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

1. デフレクタをピボット・ブラケットに固定
しているロックナット、ボルト、スプリン
グ、スペーサを外す(図 36)。デフレクタ
を取り外す。

2. デフレクタにスペーサとスプリングを取り
付ける。スプリングの LLL 字形の端部をデッ
キのエッジ後ろに取り付ける。

注注注 ボルトを取り付ける前に、スプリングの
LLL 字形フックが、図 36 のようにデッキの
エッジの後ろに取り付けられていることを
確認してください。

3. ボルトとナットを取り付ける。スプリング
の右側の JJJ 字形フックを、デフレクタに
引っ掛ける（図 36）。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタがががスススプププリリリンンングググににによよよっっっててて下下下向向向
ききき位位位置置置ににになななるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタ
ををを手手手ででで上上上向向向きききにににししし、、、自自自力力力ででで下下下まままででで完完完全全全ににに下下下
がががるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

図図図 363636

1. ボルト 5. スプリングを取り付けた状
態

2. スペーサ 6. デフレクタ

3. ロックナット 7. スススプププリリリンンングググののの LLL 字字字形形形ののの端端端；；；
ボボボルルルトトトののの取取取りりり付付付けけけ前前前にににデデデッッッ
キキキのののエエエッッッジジジ後後後ろろろににに取取取りりり付付付けけけ
るるる。。。

4. スプリング 8. スススプププリリリンンングググののの JJJ 字字字形形形フフフッッッククク
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリング（シールドタイプ、グリス注入タイ
プ共）、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品とし
てダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼルなど）
を使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために発
生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証：：：

ディープサイクル･バッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に
放出することのできるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わ
ります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電
が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよう
な通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注：（リチウムイオンバッテリーについて）：リチウムイオンバッテリーには、そ
の部品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品が
あり、その保証は期間割保証（補償額逓減方式）となります。さらに詳しい情
報については、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交
換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、これら
に関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証によ
り、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によっては、
お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められ
たエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは
別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照くださ
い。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。
くわしくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されてい
る、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された Toro 製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげの Toro 販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へお
たずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。
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